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奄美市



令
和
７
年
度
事
業
計
画
基
本
方
針

　

世
界
経
済
は
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
に

よ
り
糧
生
産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
食
糧
不
足
を

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
や
中
東
地
域
の
紛
争
に
よ
る
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
場
は
混
乱
し
、
食
糧
な
ど
の
一
次
産
品
の
価
格
上

昇
が
イ
ン
フ
レ
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
本
年
１
月
20
日
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
氏
が
第
47
代
米
国
大
統
領
に
就
任
し
ま
し
た
。
国

際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
関
係
国
と
の
連
携
と

協
調
を
図
り
な
が
ら
、
平
和
と
安
定
を
も
た
ら
す
国

際
秩
序
の
維
持
・
強
化
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
一

第
97
回
通
常
議
員
総
会
開
催

方
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、

多
く
の
分
野
で
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
３
月
に
は
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
解

除
、
17
年
ぶ
り
の
利
上
げ
と
い
う
金
融
政
策
の
大
き

な
転
換
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
影
響
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
本
年
４
月
13

日
か
ら
開
催
の
大
阪
・
関
西
万
博
が
間
近
に
迫
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
た
新
た
な
需
要
の
創
出
や

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
政
府
が
掲
げ
た
「
地
方
創
生

２
．
０
」
は
『
地
方
こ
そ
成
長
の
主
役
』
と
の
発
想

に
基
づ
き
、
地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
発

展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
本
経
済
成
長

の
起
爆
剤
と
し
て
大
規
模
な
地
方
創
生
策
を
講
ず
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
経
済
環

境
を
整
理
し
、
地
域
経
済
が
持
続
的
発
展
で
き
る
仕

組
み
を
官
民
一
体
で
議
論
す
る
と
共
に
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
は
、
昨
年
３
月
の
改
正
奄
振
法
に
よ
り

移
住
促
進
や
沖
縄
と
の
連
携
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
航
路
・
航
空
路
運
賃
軽
減
事
業
で
は
、
沖
縄

間
を
加
え
た
新
た
な
離
島
割
引
の
適
用
対
象
路
線
・

区
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
航
空
の
夏
ダ

イ
ヤ
が
発
表
さ
れ
、
完
全
運
休
は
回
避
、
通
期
運
航

が
実
現
さ
れ
、
特
に
夏
場
は
毎
日
運
航
に
な
り
ま
し

た
。
安
定
し
た
運
航
の
た
め
に
も
観
光
受
入
れ
体
制

の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と

し
て
、
こ
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
の
議

論
が
引
き
続
き
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
昨

年
12
月
、
「
日
本
の
伝
統
的
酒
造
り
」
が
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
域
の
酒

造
業
界
に
と
っ
て
伝
統
の
継
承
や
世
界
と
の
交
流
な

ど
の
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
追
い
風
を
裾
野
が
広
い
総
合
産
業
で
あ
る
観

光
業
を
中
心
に
地
域
経
済
を
継
続
し
た
好
循
環
に
繋

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
け
る
深
刻
な
人
手
不
足
や

働
き
方
改
革
、
コ
ス
ト
上
昇
分
の
転
嫁
を
含
む
取
引

価
格
の
適
正
化
や
賃
上
げ
、
生
産
性
向
上
の
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
人
材
育
成
、
コ
ロ
ナ

融
資
返
済
、
利
上
げ
、
事
業
承
継
、
事
業
再
生
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境

の
変
化
を
契
機
に
自
己
変
革
へ
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

る
と
共
に
、
挑
戦
で
き
る
環
境
や
意
識
づ
け
を
積
極

的
に
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が
今
ま
さ
に
商
工
会
議

所
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

奄
美
大
島
商
工
会
議
所
で
は
、
「
会
員
の
た
め

に
」
、
「
地
域
の
た
め
に
」
、
「
商
工
会
議
所
づ
く

り
」
の
３
本
柱
を
掲
げ
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
支
援
と
地
域
経
済
の
繁
栄
の
た
め
に
積
極
的
に
事

業
展
開
を
図
る
と
共
に
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し

て
政
策
提
言
や
地
域
文
化
の
振
興
な
ど
を
通
じ
て
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
そ
し
て
商
工
会
議
所

の
最
大
の
強
み
で
あ
る
行
政
を
は
じ
め
、
様
々
な
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、
地
域
経

済
の
牽
引
役
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
て
参

り
ま
す
。
更
に
、
商
工
会
議
所
の
主
た
る
活
動
の
１

つ
に
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
が
あ
り
ま
す
。
経
営
指

導
員
等
に
よ
る
相
談
や
指
導
の
充
実
な
ど
事
業
者
の

生
の
声
を
聴
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
き
め
細
か
い
対
応
を
更
に
実
践
し
ま
す
。
変
化

の
激
し
い
時
代
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
「
経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
」
に

注
力
致
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
令
和
７
年
度
に
お
い

て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
等
に
つ
い
て
ご
説

明
致
し
ま
す
。

　

業
者
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
け
る
深
刻
な
人

手
不
足
や
働
き
方
改
革
、
コ
ス
ト
上
昇
分
の
転
嫁
を

含
む
取
引
価
格
の
適
正
化
や
賃
上
げ
、
生
産
性
向
上

の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
人
材
育

成
、
コ
ロ
ナ
融
資
返
済
、
利
上
げ
、
事
業
承
継
、
事

業
再
生
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

厳
し
い
環
境
の
変
化
を
契
機
に
自
己
変
革
へ
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
る
と
共
に
、
挑
戦
で
き
る
環
境
や
意
識

づ
け
を
積
極
的
に
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が
今
ま
さ

に
商
工
会
議
所
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
点
目
は
「
会
員
企
業
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て

　

商
工
会
議
所
に
は
「
小
規
模
事
業
者
等
へ
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
」
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
時
代

の
要
請
に
対
応
し
た
支
援
体
制
構
築
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
経
営
者
・
企
業
の
自
己
変
革
等
に
よ
る

成
長
を
目
指
し
ま
す
。
加
え
て
、
人
手
不
足
が
今
ま

で
以
上
に
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
生
産

性
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
導
入
意
識
醸
成
や
人
手
・
人
材
不
足
に
向

け
た
環
境
作
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
企
業
内

人
材
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、
中
小
企
業
大
学
校
人

吉
校
の
主
催
す
る
研
修
等
の
周
知
を
図
る
と
共
に
、

そ
の
経
費
に
一
部
助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
事

業
継
続
に
必
須
で
あ
る
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、
政

府
系
・
民
間
金
融
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
引
き

続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
必
要

な
事
業
を
次
世
代
に
繋
ぐ
事
業
承
継
と
併
せ
て
創
業

支
援
に
丁
寧
か
つ
き
め
細
か
く
対
応
致
し
ま
す
。
更

に
事
業
再
生
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
売
上
不
振
や
資
金
繰
り
の
悪
化
な
ど
の
早
期
相

談
対
応
に
努
め
る
と
共
に
、
専
門
家
派
遣
を
行
う
こ

と
で
充
実
し
た
支
援
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
幅
広
く
か
つ
専
門
性
の
あ
る
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
に
は
、
職
員
の
資
質
向
上
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
（
経
営
指
導

員
等
の
指
導
を
行
う
事
業
）
を
実
施
し
、
資
質
向
上

を
図
る
と
共
に
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

２
点
目
は
「
地
域
の
た
め
に
」
に
つ
い
て

　

商
工
会
議
所
の
役
割
の
１
つ
に
「
地
域
経
済
社
会

の
牽
引
役
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
改
正
奄
振
法

に
「
沖
縄
と
の
連
携
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
当
所

で
は
昨
年
11
月
に
第
14
回
目
と
な
る
沖
縄
・
奄
美
経

済
交
流
事
業
を
実
施
し
、
両
地
域
の
経
済
交
流
が

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
た
め
の
様
々
な
意
見
交
換
や

交
流
会
を
行
う
と
共
に
、
本
年
も
引
き
続
き
交
流
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
よ
り
具
体

的
な
経
済
交
流
に
発
展
す
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は

令
和
７
年
３
月
24
日(

月)

奄
美
大
島
商
工
会
議
所
第
97

回
通
常
議
員
総
会
開
催
。
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
い

た
だ
き
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

令
和
７
年
度
事
業
計
画
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
７
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
７
年
度
中
小
企
業
相
談
所
会
計
収
支

予
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
７
年
度
共
済
制
度
特
別
会
計
収
支
予

算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
７
年
度
特
定
退
職
金
共
済
事
業
特
別

会
計
収
支
予
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
７
年
度
労
働
保
険
事
務
組
合
会
計
収

支
予
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
７
年
度
退
職
給
与
資
金
積
立
金
特
別

会
計
収
支
予
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

創
立
70
周
年
記
念
事
業
資
金
積
立
金
特
別

会
計
収
支
予
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
７
年
度
財
政
調
整
基
金
特
別
会
計
収

支
予
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

常
議
員
の
欠
員
に
伴
う
選
任
に
関
す
る
件

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

第
９
号
議
案

第
10
号
議
案

「
か
ご
し
ま
里
帰
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
企
画
、
特
典

を
提
供
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
事
業
や
抽
選
会

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
交
流
人
口
増
加
に
資
す
る
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
、
観
光
業
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
共
に
、
奄
美
市
通
り
会
連
合
会
や
奄
美
市
社
交

飲
食
業
組
合
と
連
携
し
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
も
更

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

３
点
目
は
「
商
工
会
議
所
づ
く
り
」
に
つ
い
て

　

商
工
会
議
所
は
、
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
を

図
り
、
兼
ね
て
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
地
域
総
合
経
済
団
体
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
も
、
地
域
・
事
業
所

等
か
ら
信
頼
さ
れ
親
し
み
の
あ
る
商
工
会
議
所
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
運
営
を
支
え
る

と
共
に
、
そ
の
中
心
と
な
り
事
業
活
動
の
推
進
力
と
な

る
の
は
、
会
員
事
業
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
部
会
や
委
員

会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と
共
に
、
本
年
度
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
新
入
会
員
同
士
の
交
流
会
を
実
施
致

し
ま
す
。

商
工
会
議
所
の
会
員
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
た
だ

き
、
他
業
種
交
流
や
円
滑
な
事
業
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
致
し
ま
す
。

「
過
去
を
語
る
な
、
未
来
を
語
れ
」
を
念
頭
に
、
将
来

に
わ
た
っ
て
会
員
企
業
と
地
域
経
済
が
持
続
的
発
展
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
時
代
の
変
化
を
捉
え
、
緊
張
感
を

も
っ
て
事
業
計
画
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。
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総
括
的
概
要

　

世
界
経
済
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が

食
糧
生
産
へ
影
響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
や
中
東
の
紛
争
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
を
混
乱
さ

せ
、
一
次
産
品
価
格
の
上
昇
と
イ
ン
フ
レ
を
招
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
令
和
７
年
１
月
に
は
ト
ラ

ン
プ
氏
が
米
国
大
統
領
に
再
就
任
し
、
国
際
秩
序
の

維
持
と
平
和
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
米
国

関
税
措
置
に
よ
る
貿
易
摩
擦
や
市
場
不
安
が
世
界
経

済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

国
内
経
済
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
ま
す
が
、
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
が
顕
著
に
深

刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
日
銀
は
昨
年
マ
イ
ナ
ス
金
利

第
98
回
通
常
議
員
総
会
開
催

を
解
除
し
、
今
年
１
月
に
は
17
年
ぶ
り
に
政
策
金
利

を
0.5
％
へ
引
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
倒
産
が

11
年
ぶ
り
に
１
万
件
を
超
え
、
人
手
不
足
倒
産
は
過

去
最
大
を
記
録
し
ま
し
た
。
生
活
必
需
品
価
格
の
高

騰
、
特
に
米
価
の
上
昇
が
家
計
に
影
響
を
与
え
て
お

り
、
高
騰
を
抑
制
し
、
食
糧
供
給
の
安
定
化
を
図
る

対
策
が
急
務
で
す
。

　

地
域
経
済
で
は
、
改
正
奄
振
法
に
よ
り
移
住
促
進

や
沖
縄
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
航
空
・
航
路
運
賃

の
軽
減
も
新
た
に
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
自
然
遺

産
登
録
地
と
し
て
の
自
然
保
護
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
、
伝
統
的
酒
造
り
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
は
地
域
文
化
へ
の
追
い
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
人

材
不
足
、
働
き
方
改
革
、
価
格
転
嫁
、
賃
上
げ
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
コ
ロ
ナ
融
資
返
済
、
利
上
げ
、
事
業
承

継
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
国
の
第
Ⅲ

期
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
で
は
、
「
知
的
財

産
」
が
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
協
調
支
援
型

特
別
保
証
制
度
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
国
・
県
・
市

等
の
支
援
策
を
迅
速
に
届
け
、
か
つ
時
代
に
即
し
た

支
援
が
商
工
会
議
所
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
重
点
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
会
員

企
業
へ
の
支
援
」
で
は
、
ま
ず
事
業
者
の
お
か
れ
て

い
る
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
会

員
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
景
況
感
が
「
良
い
」

と
回
答
し
た
事
業
者
は
19
％
、
「
変
化
な
し
」

48
％
、
「
悪
い
・
大
変
悪
い
」
33
％
で
し
た
。
主
な

課
題
の
上
位
は
、
原
材
料
費
高
騰
、
人
手
不
足
、
賃

上
げ
で
し
た
。
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、
「
良
い
・

や
や
良
い
」
が
10
％
、
「
変
化
な
し
」
51
％
、
「
や

や
厳
し
い
・
厳
し
い
」
39
％
で
し
た
。
併
せ
て
、
事

業
者
の
経
営
力
強
化
に
向
け
た
事
業
計
画
策
定
支
援

や
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
約

６
割
が
何
ら
か
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
安
心
安
全
なIT

環
境
づ

く
り
を
支
援
し
ま
し
た
。
補
助
金
申
請
支
援
で
は
丁

寧
な
計
画
策
定
支
援
と
事
後
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
し
、

資
金
繰
り
支
援
と
し
て
56
件
、
三
二
万
七
〇
〇
円
、

内
創
業
融
資
は
22
件
、
一
一
万
六
〇
〇
円
の
実
績
を

あ
げ
ま
し
た
。
創
業
支
援
が
資
金
支
援
全
体
の
約
４

割
を
占
め
て
お
り
、
創
業
者
へ
の
対
応
強
化
に
努
め

ま
し
た
。
事
業
承
継
支
援
で
は
専
門
家
や
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
個
別
相
談

会
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
会
員
大
会
」
は
、
創
立
65
周
年
を
記
念
し
て
10
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
永
年
継
続
会
員
事
業
306
者
を
表

彰
。
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
会
長
の
東 

氏
に
よ
る
基
調
講

演
や
、
地
元
経
済
関
係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
地
域
活
性
化
の
方
向
性
を

共
有
し
ま
し
た
。
会
員
交
流
会
で
は
部
会
ご
と
の
交

流
を
深
め
、
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
た
連
携
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

ほ
ー
ら
し
ゃ
券
の
発
行
を
連
携
協
力
し
、
奄
美
市
通

り
会
連
合
会
と
連
携
し
て
夏
祭
り
や
歳
末
大
売
出
し

等
の
運
営
を
実
施
。
「
な
ぜ
ま
ち
ま
ー
じ
ん
ゆ
ら
お

う
計
画
」
に
つ
い
て
は
市
や
関
係
団
体
と
協
議
し
、

ま
ち
づ
く
り
奄
美
へ
専
門
家
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決

め
る
と
共
に
中
心
商
店
街
と
屋
仁
川
の
振
興
を
後
押

し
す
る
体
制
強
化
を
進
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
７
年
度
か
ら
小
規
模
事
業
者
の
持

続
的
発
展
を
目
指
す
「
経
営
発
達
支
援
計
画
（
第
Ⅱ

期
）
」
が
認
定
さ
れ
、
伴
走
型
支
援
な
ど
補
助
金
活

用
に
よ
る
支
援
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
事
業
者
自

ら
が
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
、
『
自
己
変
革
』
に

取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が
事
業
継
続
の
鍵
で
あ
る
と
捉

え
、
そ
の
後
押
し
に
注
力
す
る
と
共
に
当
商
工
会
議

所
自
身
と
い
た
し
ま
し
て
も
『
自
己
変
革
』
を
推
し

進
め
て
い
き
、
新
た
な
時
代
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
よ
り
一
層
会
員
の
皆
様
か
ら
頼
っ
て
い
た
だ

け
る
存
在
と
な
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
「
過
去
を
語
る
な
、
未
来
を
語
れ
」
の

精
神
の
も
と
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
役
割

を
自
覚
し
、
持
続
的
発
展
に
向
け
て
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
６
月
24
日(

火)

奄
美
大
島
商
工
会
議
所
第
98

回
通
常
議
員
総
会
開
催
。
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
い

た
だ
き
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
中
小
企
業
相
談
所
会
計
収
支

決
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
６
年
度
共
済
制
度
特
別
会
計
収
支
決

算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
６
年
度
特
定
退
職
金
共
済
事
業
特
別

会
計
収
支
決
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
６
年
度
労
働
保
険
事
務
組
合
会
計
収

支
決
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
６
年
度
退
職
給
与
資
金
積
立
金
特
別

会
計
収
支
決
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

創
立
70
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
収
支
決

算
書(
案)
承
認
に
関
す
る
件

令
和
６
年
度
財
政
調
整
基
金
特
別
会
計
収

支
決
算
書
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件

令
和
６
年
度
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録

承
認
に
関
す
る
件

監
査
報
告

そ
の
他

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

第
９
号
議
案

第
10
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

令
和
６
年
度
一
般
会
計
収
支
決
算
書(

案)

承
認
に
関
す
る
件

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
計
画
基
本
方
針

　

世
界
経
済
は
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
に

よ
り
糧
生
産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
食
糧
不
足
を

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
や
中
東
地
域
の
紛
争
に
よ
る
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
場
は
混
乱
し
、
食
糧
な
ど
の
一
次
産
品
の
価
格
上

昇
が
イ
ン
フ
レ
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
本
年
１
月
20
日
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
氏
が
第
47
代
米
国
大
統
領
に
就
任
し
ま
し
た
。
国

際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
関
係
国
と
の
連
携
と

協
調
を
図
り
な
が
ら
、
平
和
と
安
定
を
も
た
ら
す
国

際
秩
序
の
維
持
・
強
化
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
一

方
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
直
面
し
て
お
り
、

多
く
の
分
野
で
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
３
月
に
は
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
解

除
、
17
年
ぶ
り
の
利
上
げ
と
い
う
金
融
政
策
の
大
き

な
転
換
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
影
響
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
本
年
４
月
13

日
か
ら
開
催
の
大
阪
・
関
西
万
博
が
間
近
に
迫
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
た
新
た
な
需
要
の
創
出
や

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
政
府
が
掲
げ
た
「
地
方
創
生

２
．
０
」
は
『
地
方
こ
そ
成
長
の
主
役
』
と
の
発
想

に
基
づ
き
、
地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
発

展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
本
経
済
成
長

の
起
爆
剤
と
し
て
大
規
模
な
地
方
創
生
策
を
講
ず
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
経
済
環

境
を
整
理
し
、
地
域
経
済
が
持
続
的
発
展
で
き
る
仕

組
み
を
官
民
一
体
で
議
論
す
る
と
共
に
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
済
は
、
昨
年
３
月
の
改
正
奄
振
法
に
よ
り

移
住
促
進
や
沖
縄
と
の
連
携
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
航
路
・
航
空
路
運
賃
軽
減
事
業
で
は
、
沖
縄

間
を
加
え
た
新
た
な
離
島
割
引
の
適
用
対
象
路
線
・

区
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
航
空
の
夏
ダ

イ
ヤ
が
発
表
さ
れ
、
完
全
運
休
は
回
避
、
通
期
運
航

が
実
現
さ
れ
、
特
に
夏
場
は
毎
日
運
航
に
な
り
ま
し

た
。
安
定
し
た
運
航
の
た
め
に
も
観
光
受
入
れ
体
制

の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
と

し
て
、
こ
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
の
議

論
が
引
き
続
き
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
昨

年
12
月
、
「
日
本
の
伝
統
的
酒
造
り
」
が
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
域
の
酒

造
業
界
に
と
っ
て
伝
統
の
継
承
や
世
界
と
の
交
流
な

ど
の
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
追
い
風
を
裾
野
が
広
い
総
合
産
業
で
あ
る
観

光
業
を
中
心
に
地
域
経
済
を
継
続
し
た
好
循
環
に
繋

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
け
る
深
刻
な
人
手
不
足
や

働
き
方
改
革
、
コ
ス
ト
上
昇
分
の
転
嫁
を
含
む
取
引

価
格
の
適
正
化
や
賃
上
げ
、
生
産
性
向
上
の
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
人
材
育
成
、
コ
ロ
ナ

融
資
返
済
、
利
上
げ
、
事
業
承
継
、
事
業
再
生
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境

の
変
化
を
契
機
に
自
己
変
革
へ
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

る
と
共
に
、
挑
戦
で
き
る
環
境
や
意
識
づ
け
を
積
極

的
に
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が
今
ま
さ
に
商
工
会
議

所
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

奄
美
大
島
商
工
会
議
所
で
は
、
「
会
員
の
た
め

に
」
、
「
地
域
の
た
め
に
」
、
「
商
工
会
議
所
づ
く

り
」
の
３
本
柱
を
掲
げ
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
支
援
と
地
域
経
済
の
繁
栄
の
た
め
に
積
極
的
に
事

業
展
開
を
図
る
と
共
に
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し

て
政
策
提
言
や
地
域
文
化
の
振
興
な
ど
を
通
じ
て
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
そ
し
て
商
工
会
議
所

の
最
大
の
強
み
で
あ
る
行
政
を
は
じ
め
、
様
々
な
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、
地
域
経

済
の
牽
引
役
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
て
参

り
ま
す
。
更
に
、
商
工
会
議
所
の
主
た
る
活
動
の
１

つ
に
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
が
あ
り
ま
す
。
経
営
指

導
員
等
に
よ
る
相
談
や
指
導
の
充
実
な
ど
事
業
者
の

生
の
声
を
聴
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
き
め
細
か
い
対
応
を
更
に
実
践
し
ま
す
。
変
化

の
激
し
い
時
代
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
「
経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
」
に

注
力
致
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
令
和
７
年
度
に
お
い

て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
等
に
つ
い
て
ご
説

明
致
し
ま
す
。

　

業
者
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
け
る
深
刻
な
人

手
不
足
や
働
き
方
改
革
、
コ
ス
ト
上
昇
分
の
転
嫁
を

含
む
取
引
価
格
の
適
正
化
や
賃
上
げ
、
生
産
性
向
上

の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
デ
ジ
タ
ル
化
、
人
材
育

成
、
コ
ロ
ナ
融
資
返
済
、
利
上
げ
、
事
業
承
継
、
事

業
再
生
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

厳
し
い
環
境
の
変
化
を
契
機
に
自
己
変
革
へ
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
る
と
共
に
、
挑
戦
で
き
る
環
境
や
意
識

づ
け
を
積
極
的
に
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が
今
ま
さ

に
商
工
会
議
所
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
点
目
は
「
会
員
企
業
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て

　

商
工
会
議
所
に
は
「
小
規
模
事
業
者
等
へ
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
」
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
時
代

の
要
請
に
対
応
し
た
支
援
体
制
構
築
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
経
営
者
・
企
業
の
自
己
変
革
等
に
よ
る

成
長
を
目
指
し
ま
す
。
加
え
て
、
人
手
不
足
が
今
ま

で
以
上
に
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
生
産

性
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
導
入
意
識
醸
成
や
人
手
・
人
材
不
足
に
向

け
た
環
境
作
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
企
業
内

人
材
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、
中
小
企
業
大
学
校
人

吉
校
の
主
催
す
る
研
修
等
の
周
知
を
図
る
と
共
に
、

そ
の
経
費
に
一
部
助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
事

業
継
続
に
必
須
で
あ
る
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、
政

府
系
・
民
間
金
融
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
引
き

続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
必
要

な
事
業
を
次
世
代
に
繋
ぐ
事
業
承
継
と
併
せ
て
創
業

支
援
に
丁
寧
か
つ
き
め
細
か
く
対
応
致
し
ま
す
。
更

に
事
業
再
生
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
売
上
不
振
や
資
金
繰
り
の
悪
化
な
ど
の
早
期
相

談
対
応
に
努
め
る
と
共
に
、
専
門
家
派
遣
を
行
う
こ

と
で
充
実
し
た
支
援
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
幅
広
く
か
つ
専
門
性
の
あ
る
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
に
は
、
職
員
の
資
質
向
上
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
（
経
営
指
導

員
等
の
指
導
を
行
う
事
業
）
を
実
施
し
、
資
質
向
上

を
図
る
と
共
に
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

２
点
目
は
「
地
域
の
た
め
に
」
に
つ
い
て

　

商
工
会
議
所
の
役
割
の
１
つ
に
「
地
域
経
済
社
会

の
牽
引
役
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
改
正
奄
振
法

に
「
沖
縄
と
の
連
携
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
当
所

で
は
昨
年
11
月
に
第
14
回
目
と
な
る
沖
縄
・
奄
美
経

済
交
流
事
業
を
実
施
し
、
両
地
域
の
経
済
交
流
が

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
た
め
の
様
々
な
意
見
交
換
や

交
流
会
を
行
う
と
共
に
、
本
年
も
引
き
続
き
交
流
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
よ
り
具
体

的
な
経
済
交
流
に
発
展
す
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は

「
か
ご
し
ま
里
帰
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
企
画
、
特
典

を
提
供
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
事
業
や
抽
選
会

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
交
流
人
口
増
加
に
資
す
る
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
、
観
光
業
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
共
に
、
奄
美
市
通
り
会
連
合
会
や
奄
美
市
社
交

飲
食
業
組
合
と
連
携
し
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
も
更

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

３
点
目
は
「
商
工
会
議
所
づ
く
り
」
に
つ
い
て

　

商
工
会
議
所
は
、
商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
を

図
り
、
兼
ね
て
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
地
域
総
合
経
済
団
体
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
も
、
地
域
・
事
業
所

等
か
ら
信
頼
さ
れ
親
し
み
の
あ
る
商
工
会
議
所
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
運
営
を
支
え
る

と
共
に
、
そ
の
中
心
と
な
り
事
業
活
動
の
推
進
力
と
な

る
の
は
、
会
員
事
業
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
部
会
や
委
員

会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と
共
に
、
本
年
度
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
新
入
会
員
同
士
の
交
流
会
を
実
施
致

し
ま
す
。

商
工
会
議
所
の
会
員
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
た
だ

き
、
他
業
種
交
流
や
円
滑
な
事
業
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
致
し
ま
す
。

「
過
去
を
語
る
な
、
未
来
を
語
れ
」
を
念
頭
に
、
将
来

に
わ
た
っ
て
会
員
企
業
と
地
域
経
済
が
持
続
的
発
展
で

き
る
よ
う
、
そ
し
て
時
代
の
変
化
を
捉
え
、
緊
張
感
を

も
っ
て
事
業
計
画
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。
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株式会社鹿児島銀行
大島支店
支店長
馬門　孝幸

奄美観光株式会社
代表取締役
渡　慶彦

株式会社丸親
代表取締役
竹山　裕太

３
号
議
員

２
号
議
員

議
員
職
務
執
行
者
変
更

　
　
　
　 

　
の
お
知
ら
せ
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女
性
会
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

令
和
７
年
度

【
奄
美
大
島
商
工
会
議
所
女
性
会

　
　
　
　
　
　
　
第
45
回
定
期
総
会
】

　
令
和
７
年
５
月
19
日(

月)

奄
美
大
島
商

工
会
議
所
女
性
会
（
会
員
45
名
）
は
、
奄

美
山
羊
島
ホ
テ
ル
に
て
鹿
児
島
県
大
島
支
庁

総
務
企
画
部　
部
長　
廻　
秀
仁
様
、
奄
美

市
役
所　
商
工
観
光
情
報
部　
部
長　
國
分

正
大
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
臨
席
の
も
と

第
45
回
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
書
（
案
）、
役
員
改
選

（
案
）、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並

び
に
収
支
予
算
書
（
案
）
の
三
議
案
が
、
審

議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年
度
よ

り
会
長
を
務
め
た
里　
エ
イ
子
が
退
任
し
、

新
会
長
に
里
原　
あ
け
み
が
就
任
致
し
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
は
、
懇
親
会
を
行
い
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
奉
仕
活
動
と
し
て
、
福
祉
施

設
へ
タ
オ
ル
の
贈
呈
を
は
じ
め
、
会
員
そ
れ

ぞ
れ
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
視
察
研
修

会
、
市
議
会
傍
聴
や
会
員
同
士
の
親
睦
を
図

る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
各
種
事
業
を
通

し
て
会
員
相
互
の
交
流
や
調
和
を
図
り
、

組
織
運
営
を
強
化
し
つ
つ
、
心
豊
か
な
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

令和７年５月１９日（月）　
奄美山羊島ホテル

「第４５回奄美大島商工会議所女性会定期総会」

令和６年１２月２０日（金）　　
社会福祉法人 聖隷福祉事業団 介護老人福祉施設

奄美佳南園 訪問
奉仕活動「タオル贈呈」

令和７年３月７日（金）
奄美市役所８階
「市議会傍聴」

青
年
部
だ
よ
り

【
第
39
回
通
常
総
会
の
開
会
】

　
令
和
7
年
5
月
29
日
（
木
）、
第
39
回

通
常
総
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　
7
年
度
会
長
は
前
年
度
に
引
き
続
き

　
大
山　
幸
真
（
お
お
や
ま　
ゆ
き
ま

さ
）
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。「
為
に

幸
動　
〜
拡
げ
よ
う
35
の
幸
せ
〜
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
今
年
度
も
地
域
の
た

め
様
々
な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
安
田
市
長
と
の
意
見
交
換
会
】

　
令
和
7
年
4
月
22
日
（
火
）、
安
田　
壮

平
市
長
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
医
療
費
対
応
、
自
然
災
害
の
対

策
、
AI
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
を
は
じ

め
多
く
の
施
作
に
つ
い
て
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
青
年
部
と
し
ま
し
て
も
奄
美
の
こ
と
に

つ
い
て
考
え
る
非
常
に
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

意
見
交
換
会
の
様
子
は
後
日
青
年
部

youtube
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
投
稿
予
定
で
す
。

− 6 −



− 7 −



より＋５０円以上であること。

− 8 −



総
括
的
概
要

　

世
界
経
済
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が

食
糧
生
産
へ
影
響
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
や
中
東
の
紛
争
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
を
混
乱
さ

せ
、
一
次
産
品
価
格
の
上
昇
と
イ
ン
フ
レ
を
招
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
令
和
７
年
１
月
に
は
ト
ラ

ン
プ
氏
が
米
国
大
統
領
に
再
就
任
し
、
国
際
秩
序
の

維
持
と
平
和
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
米
国

関
税
措
置
に
よ
る
貿
易
摩
擦
や
市
場
不
安
が
世
界
経

済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

国
内
経
済
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
ま
す
が
、
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
が
顕
著
に
深

刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
日
銀
は
昨
年
マ
イ
ナ
ス
金
利

を
解
除
し
、
今
年
１
月
に
は
17
年
ぶ
り
に
政
策
金
利

を
0.5
％
へ
引
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
倒
産
が

11
年
ぶ
り
に
１
万
件
を
超
え
、
人
手
不
足
倒
産
は
過

去
最
大
を
記
録
し
ま
し
た
。
生
活
必
需
品
価
格
の
高

騰
、
特
に
米
価
の
上
昇
が
家
計
に
影
響
を
与
え
て
お

り
、
高
騰
を
抑
制
し
、
食
糧
供
給
の
安
定
化
を
図
る

対
策
が
急
務
で
す
。

　

地
域
経
済
で
は
、
改
正
奄
振
法
に
よ
り
移
住
促
進

や
沖
縄
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
航
空
・
航
路
運
賃

の
軽
減
も
新
た
に
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
自
然
遺

産
登
録
地
と
し
て
の
自
然
保
護
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
、
伝
統
的
酒
造
り
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
は
地
域
文
化
へ
の
追
い
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
人

材
不
足
、
働
き
方
改
革
、
価
格
転
嫁
、
賃
上
げ
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
コ
ロ
ナ
融
資
返
済
、
利
上
げ
、
事
業
承

継
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
国
の
第
Ⅲ

期
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
で
は
、
「
知
的
財

産
」
が
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
協
調
支
援
型

特
別
保
証
制
度
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
国
・
県
・
市

等
の
支
援
策
を
迅
速
に
届
け
、
か
つ
時
代
に
即
し
た

支
援
が
商
工
会
議
所
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
重
点
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
会
員

企
業
へ
の
支
援
」
で
は
、
ま
ず
事
業
者
の
お
か
れ
て

い
る
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
会

員
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
景
況
感
が
「
良
い
」

と
回
答
し
た
事
業
者
は
19
％
、
「
変
化
な
し
」

48
％
、
「
悪
い
・
大
変
悪
い
」
33
％
で
し
た
。
主
な

課
題
の
上
位
は
、
原
材
料
費
高
騰
、
人
手
不
足
、
賃

上
げ
で
し
た
。
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、
「
良
い
・

や
や
良
い
」
が
10
％
、
「
変
化
な
し
」
51
％
、
「
や

や
厳
し
い
・
厳
し
い
」
39
％
で
し
た
。
併
せ
て
、
事

業
者
の
経
営
力
強
化
に
向
け
た
事
業
計
画
策
定
支
援

や
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
約

６
割
が
何
ら
か
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
安
心
安
全
なIT

環
境
づ

く
り
を
支
援
し
ま
し
た
。
補
助
金
申
請
支
援
で
は
丁

寧
な
計
画
策
定
支
援
と
事
後
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
し
、

資
金
繰
り
支
援
と
し
て
56
件
、
三
二
万
七
〇
〇
円
、

内
創
業
融
資
は
22
件
、
一
一
万
六
〇
〇
円
の
実
績
を

あ
げ
ま
し
た
。
創
業
支
援
が
資
金
支
援
全
体
の
約
４

割
を
占
め
て
お
り
、
創
業
者
へ
の
対
応
強
化
に
努
め

ま
し
た
。
事
業
承
継
支
援
で
は
専
門
家
や
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
個
別
相
談

会
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
会
員
大
会
」
は
、
創
立
65
周
年
を
記
念
し
て
10
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
永
年
継
続
会
員
事
業
306
者
を
表

彰
。
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
会
長
の
東 

氏
に
よ
る
基
調
講

演
や
、
地
元
経
済
関
係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
地
域
活
性
化
の
方
向
性
を

共
有
し
ま
し
た
。
会
員
交
流
会
で
は
部
会
ご
と
の
交

流
を
深
め
、
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
た
連
携
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

ほ
ー
ら
し
ゃ
券
の
発
行
を
連
携
協
力
し
、
奄
美
市
通

り
会
連
合
会
と
連
携
し
て
夏
祭
り
や
歳
末
大
売
出
し

等
の
運
営
を
実
施
。
「
な
ぜ
ま
ち
ま
ー
じ
ん
ゆ
ら
お

う
計
画
」
に
つ
い
て
は
市
や
関
係
団
体
と
協
議
し
、

ま
ち
づ
く
り
奄
美
へ
専
門
家
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決

め
る
と
共
に
中
心
商
店
街
と
屋
仁
川
の
振
興
を
後
押

し
す
る
体
制
強
化
を
進
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
７
年
度
か
ら
小
規
模
事
業
者
の
持

続
的
発
展
を
目
指
す
「
経
営
発
達
支
援
計
画
（
第
Ⅱ

期
）
」
が
認
定
さ
れ
、
伴
走
型
支
援
な
ど
補
助
金
活

用
に
よ
る
支
援
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
事
業
者
自

ら
が
積
極
的
に
行
動
を
起
こ
し
、
『
自
己
変
革
』
に

取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が
事
業
継
続
の
鍵
で
あ
る
と
捉

え
、
そ
の
後
押
し
に
注
力
す
る
と
共
に
当
商
工
会
議

所
自
身
と
い
た
し
ま
し
て
も
『
自
己
変
革
』
を
推
し

進
め
て
い
き
、
新
た
な
時
代
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
よ
り
一
層
会
員
の
皆
様
か
ら
頼
っ
て
い
た
だ

け
る
存
在
と
な
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
「
過
去
を
語
る
な
、
未
来
を
語
れ
」
の

精
神
の
も
と
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の
役
割

を
自
覚
し
、
持
続
的
発
展
に
向
け
て
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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